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序文
　カッパドキア教父の一人、カイサリアの司教バシレイオス（330年頃～ 379年）は、
一方でアレイオス派の中でも急進的な非相似派（アノモイオス派）のエウノミオスを
反駁した『エウノミオス駁論』三巻や『聖霊論』など教理的著作によって、他方で修
道的生を実践し、後代に影響を与えてきた修道的生のための諸規則などの修道的文書
を著したことによって著名である。また残された書簡は 325通が真筆とされ、当時の
教会の状況を知る第一級の資料となっている。
　バシレイオスの説教（講話）として伝わるものについて 47編が真筆とされるが、
中には『ヘクサメロン』など当時の自然学の知識を駆使したものもある。今回取り上
げるのは、彼の残した救貧説教の一つに数えられる「旱魃と飢饉のときに語られた説
教」（Homilia dicta tempore famis et siccitatis）である。彼の残存する救貧説教は、第 6
講話、第 8講話（＝「旱魃と飢饉」）と第 9講話、そして詩編 14編の第二講話となり、
そのうちの一つである。368年から 369年にかけてカッパドキアを襲った旱魃の結果、
悲惨な飢饉が生じる。ここでバシレイオスは飢餓に苦しむ人の救済を願って声を挙げ
るのである。この飢饉に言及する『第 31書簡』では「飢饉が未だわれわれを解放し
てくれず、救援のために、そして困窮者への同情のためにこの町で過ごす必要があり
ます」と述べて、サモサタのエウセビオスに宛てて訪問できない言い訳をしている (1)。
彼が熱心にこの飢饉の問題に心を砕いていたことが窺われる。さらに、修道的生を追
及したバシレイオスの救貧説教というのは、霊性やスピリテュアリティーと社会性と
のつながりを考える上でも興味深いものであろう。
　この説教のテクストは「ミーニュ・ギリシア教父著作集」所収のものが最良のもの
となる。これは 1722年にベネディクト派サンモール修族の修道士ジュリアン・ガル
ニエが校訂したものであって、若干の誤記の訂正を加えて 1857年にこの著作集の第
31巻に収められたのであった（col.303-328）。翻訳についてはポーランド語訳やルー
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（1）R.J.Deferrari(ed.), Saint Basil The Letters 1, LCL190, p.177.
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マニア語訳などがホールマンの研究書に紹介されているが、そこにはホールマン自
身の英訳が補遺として掲載されている (2)。なおその研究書には、リチャード・フィン
（Richard Finn）によるテクストの校訂と英訳が準備中とあるが、これは現在でもなお
未刊にとどまる。そこで今回参照した翻訳は、テクストの片欄に付けられているラテ
ン語訳ならびに Holmanによる英訳のみにとどまる。
　節区分はテクストに従い（第 2節のみＡとＢに分割）、節の見出しは訳者によるも
のである。段落分けはホールマンの英訳を参考に訳者の判断で行った。また聖書引用
は原文をもとに訳し、聖書の箇所は本文中に（）で示した。また分かり易くするため
の訳者による挿入は［］で示した。また読み手の便宜を考え「ミーニュ・ギリシア教
父著作集」の欄数とアルファベットについて（）を使っておおよその位置を指示した。
説教本文の翻訳
1　はじめに（304D）
　「獅子が咆哮するとき、誰が恐れを抱かないであろうか。主なる神が語られた。誰
が預言せずにいられるだろうか。」（アモス 3章 8節）
　われわれはこの預言を説教の序としよう。そして霊感を受けたアモスを、目下必要
な仕事の共働者として取り上げよう。彼は、われわれをひどく苦しめる悪と同じ苦を
癒したからであり、こうしてわれわれはいま（305A）何が適切なことなのかについ
て協議と判断を示すことにしよう。というのも、預言者自身、その昔民衆が祖先の信
仰を捨てて律法の厳格さを踏みにじり、偶像礼拝へと傾いたとき、悔い改めを告知す
る者となったからだ。彼は回心を告知し、罰の脅しを述べたのだった。
　どうかこの祈願を通して、この昔話に見られる［預言者の］憤慨を少々用いること
が許されますように。しかしながら続いてその昔に起こった結末を［今われわれが］
目にすることはありませんように。というのもその民衆は不従順であって、かたくな
で言うことを聞かない仔馬がくつわを噛むように、ふさわしいことへ導かれず、正
道を逸れてしまい、滅茶苦茶に走り、御者にむかって鼻息を荒立てて結局のところ
（305B）断崖から淵へと落ちてしまい、その不従順にふさわしい破滅を甘受すること
になったのだった。そのようなことが、今われわれに起こらないように。私の子ども
たち、福音を通して産み (3)、両手の祝福を通してすっぽりと私が包み込む子どもたち
よ。そうではなく、正しいことを聞きなさい、従順な魂よ。柔軟に勧告を受け入れ、
（2）S.Holman, The Hungry Are Dying Beggars and Bishops in Roman Cappadocia, Oxford; Oxford U.P., 2001, 
pp.183-192.
（3）第一コリント４章 15節を参照。
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丁度蜜蝋が鋳型に従うように、語る者に従う魂よ。こうしてこの一事を求める情熱を
通して、私もまた労働者の喜びの果実を得、そしてあなた方は、この恐るべき事態か
ら解放された暁にはここに語られた勧告を称賛するようになるだろう。では、この説
教が示そうとするものは何か。この説教は、未だ期待されたものを公に供することを
遅らせつつ、聞こうと望んで立ち上がる魂を抑制したままであった。
2-A　旱魃と飢饉の有り様
　兄弟たちよ、われわれは天を見上げる。［われわれを］覆う、剥きだしの雲ひとつ
ない天、それがこの快晴を憎憎しいものとし、（305C）この晴朗さのため［われわれ
を］嘆き悲しませている。多くの雲に覆われて、われわれをどんよりとさせて太陽な
きものとしたときには、この晴朗さこそわれわれはひどく求めていたものであったの
に、である。大地は干上がってしまい、見るに耐え難く、農業には不毛で何も産せず、
ひび割れてしまい、その割れたところで照り輝く太陽光を受けている。豊かでなみな
みとあふれていた泉はわれわれを乾かし、大きな河の流れも尽きている。ちっちゃな
子どもがそこを歩き、女たちは荷物を運んでいく。飲み水もわれわれ大勢を干上がら
せ、生きていくのが困難となっている。新しいイスラエルは新しいモーセを捜し求め、
奇跡を行う杖を求めている。それはもう一度、打たれた岩が（308A）渇ける民の必
要を満たし、驚くべき雲が予期せざる食べ物をとして人びとにマナを降らせるように
なるためである。われわれは自分たちが後世にとって飢饉と罰の新たな物語とならな
いように注意しよう。私は穀物畑を見た。しかし何も育っておらず、深く悲しみ泣いた。
そして私は悲しみの歌を注いだのだが、それは雨がわれわれに注がれないからだ。あ
る種は蒔かれる前に乾いてしまい、鋤で土をかぶせられた土壌の中に留まったままと
なっている。別のものは少しの間は芽を出すが、哀れにも熱のために死んでしまった。
こうして今や福音書の言葉を逆にすることが時宜にふさわしい。「働き手は多いが収
穫は少ない」(4)。農夫は畑に座り込み、両膝の下で手を組む（これが悲しみの姿（308B）
である）。そして自分たちの空しい労苦を悲しみ、幼子を見てため息をつく。妻をじっ
と見つめて泣き叫び、干上がった家畜の牧草地に手で触れて感じ、花盛りの子供を亡
くした父親のように、声を上げて号泣する。
（4）ルカ 10章 2節を参照。
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2-B　旱魃と飢饉は悪しきわれわれが更正するために生じたこと
　そこでわれわれが少し前に序で覚えた同じ預言者が、われわれに対しても語るもの
としよう。彼は言う。「私もまた収穫の三ヶ月前にお前たちから雨を止めた。ある町
には雨を降らせ、ある町には降らせないだろう。こうしてある所には雨が降るだろう
が、雨を降らせない所は干上がってしまうだろう。二つ、ないしは三つの町が水を飲
むために集まるが満たされることは決してないだろう。（308C）彼らは私へと向き直
らなかったからだ、と主は言われる」（アモス 4章 7節から 8節）。ここから、われわ
れは次のことを学ぼう。神は背反と怠惰の故にわれわれにこうした一撃を送っておら
れるのであって、決して滅亡を求めておられるのではない。更生を熱望なさっている。
ちょうど子どもの怠惰とその父親の善意のようなものだ。若者に激怒する父親は離れ
たところに立って何か悪を与えようと望むのではなく、幼児の怠惰と青年の罪から注
意深さへと導こうとするものだ。それ故あなた方は、われわれの多くの罪がどれほど
季節をもその本来の姿から逸脱させてしまったのか、そして季節本来のめぐりあわせ
を異常なものと交換してしまったのかを目の当たりにしている。冬には乾燥した中に
もいつもの湿気〔雪や雨〕がなく、あらゆる湿気は氷へと結実し干上がってしまった。
つまり雪も雨もないままであった。（308D）また春は最近の天候のもう一つの特徴、
つまり暑さを示して湿気がないままであった。熱と氷の寒さが初めて被造物の限界を
超え、一致してわれわれに害を為し、（309A）人々を生活と生命から追い立てている。
では一体この無秩序と混乱の原因は何だろうか。季節の示すこの新奇さは何だろうか。
　理性をもっているのだから探求しよう。知性ある者として考えよう。万物を統べる
方がその原因なのではない。至高の創造者が配剤を忘れることはない。権力や権能が
神から取り去られたのでもない。換言すれば、神はこれまでと同じ力を有していて、
諸々の力を失ったのではない。すると神は道を過って頑なさへ至り、満ち溢れた善と
我々への配慮とを人間憎悪（misanqrwpi/a）へと変えてしまったのだろうか。物事を
正しく考える人は、そう言わないであろう。むしろ、そのためにわれわれがいつもの
ように配財されなくなった罪過こそ、明々白々である。われわれは受け取るが、他者
には供給しない。われわれは恵与を勧めるが、困窮者からそれを奪っている。奴隷で
あったところを解放してもらったのに、同じ奴隷仲間を（309B）憐れむことがない。
空腹のわれわれは養ってもらっていても、困窮者のそばを通り過ぎていく。欠けるこ
とのない支払い者にして配財者として神をもっているのに、われわれは物惜しみする
ようになって貧乏人と協同することをしない。またわれわれの羊たちは多産だが、裸
者は羊よりも多くいる。倉庫は豊かに蓄えられたもので閉じられていて、われわれは
困窮者を憐れむことがない。このために義の裁きがわれわれを脅しているのだ。この
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ために神もまた手を広げることをしないのだ。われわれが兄弟愛を締め出したからで
ある。このため畑は干上がってしまったのだ。愛が干上がったからだ。
3　自ら悔い改めよ
　懇願する人びとの声はあてもなく響き、空中へと散っていく。なぜならわれわれが
求める者たちに（309C）耳を傾けなかったからだ。では、われわれの祈り、祈願は
どうだろうか。少数の者を除いてお前たち男どもは商売に時間を費やし、女たちはマ
モンの業のため男どもに仕えている。さらに、少数の人びとは私と共に祈りに与るが、
彼らもめまいをおこし、欠伸をし、たえずキョロキョロして、一体いつ朗唱者は賛美
歌を終わりとするのか、またいつ牢屋のように教会から、祈らねばならないことから
解放されるのかを捜し求めている。そして実に最年少の子どもも学校の書き板を置き
去りにして、われわれと共に声を上げるのだが、まるで気晴らしか享楽のように事を
なし、われわれの悲しみを［学校を休める］祝日とする。というのもこの者どもはし
ばし教師の重荷から、また学習への沈思黙考から解放されるからだ。そして大人のほ
とんど（309D）、罪にまみれた民衆は、くつろいで自由を享受し、着飾り、町を練り
歩いている。諸悪の原因を魂のなかにもつ者、不幸を企て作り出した者が、だ。何も
分からない罪なき赤ん坊が告解へと連れてこられ、集められるが、赤ん坊たちには悲
しみのための理由がなく、（312A）普段の祈り方を知ってはおらず、またできるわけ
もない (5)。あなたが公の場に姿を現しなさい。あなたが身を伏せ、叫び、深く嘆息し
なさい。そして赤ん坊には年齢にふさわしいことをさせておきなさい。告発されてい
るあなたは何の為に身を隠し、罪なき者を弁明へと差し出すのか。というのも身代わ
りを連れてきて、裁判官をからかってはならないからだ。赤ん坊は独りではなく、あ
なたとともにいるべきであったのだ。
　あなた方も知っている通り、ニネヴェの人びとは悔悛によって神の前に恥を感じ、
大海と巨大魚の後にヨナが叫び知らせた罪を嘆いた (6)。その際、赤ん坊を回心へと差
し出して自分たちは十分に食べて贅沢に人生を過ごしたのではなく、断食がはじめに
罪を犯した父たちを従わせ、罰がこの父たちを（312B）圧迫し、［本能の］必然から
赤ん坊たちは補助的な声として嘆いたのであった。こうして分別のある年齢も分別の
できない年齢も、自由意志をもつ年齢も必然から生きる年齢も、あらゆる年齢を通し
て嘆きの顔付きが世を支配するようになったのだ。神は、彼らが自らあらゆる種類の
（5）続くヨナ書におけるニネヴェ人の悔悛の話をするときにも、聖書に記されていないにもかかわらず「泣
く赤ん坊」に言及することを考え合わせると、大人が子どもを告解に連れてきて告白させるという習
慣が当時あったように読めるが、詳細は不明。Holman, The Hungry Are Dying, p.79-81 を参照。
（6）以下の記事については、ヨナ書 3章を参照。
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苦痛を告発し、そのへりくだった姿を見て、その苦を憐れに思い、罰から解放し、正
しく理解し悲しむ者どもに喜びを与えたのであった。
　ああ、美しい悔悛よ、賢明で堅固な苦悩よ。罰を免れている動物も［悲しみから］
解放されているのではなく、動物もまた［本能の］必然から泣き叫ぶように作られて
いる。というのも牛が子牛から引き離され、子牛が母牛の乳首から取り去られると、
乳離れしていない子牛は産んでくれた牛の腕の中にはおれなくなり、母牛と別々の囲
いに（312C）入れられる。すると悲しみの声を互いに叫び合い、それらが響きあう。
お腹をすかせた子牛は乳の泉を求め、母牛は自然の感情に引き裂かれ、同じ情の声を
出して子どもを呼び求める。同様にお腹をすかせた赤ん坊は激しい泣き声で興奮し、
［手足を］バタバタとし、産んだ者は自然の苦痛によってはらわたを貫かれるのである。
　このために神の霊感を受けた聖書は、かの人びとの悔悛を生活の共通の教訓のため
に書き記されたままとしているだ (7)。彼らの許にいる老人は嘆き、白髪を引き抜いて
バラバラにした。若者や中年の人は（313A）いっそう激しく嘆き、貧乏人は深くた
め息をつき、富者は贅沢を忘れてその苦境を節欲として修練した。そして彼らの王は
その光輝と栄光を恥へと変じた。王は冠を脱ぎ、頭に灰をかぶった。紫衣を投げて荒
布に着替えた。高くそびえ立つ玉座を取り除いて、この哀れな者は大地に這いつくばっ
た。自分にふさわしい王としての快適さを後ろに残して民衆と共に嘆いたのだった。
万物共通の主人が怒るのを見たとき、大勢の者たちと［心において］一つになったの
であった。
4　不正を止め、悪から手を引きなさい
　これが鋭敏な感性をもつ僕どもの心である。これが罪にまみれた者どもの悔悛であ
る。ところがわれわれは罪を熱心に完遂し、悔悛などは気にも留めず軽々に捉えてい
る。雷雨と時節にかなった雨粒を得ようと祈り涙するのは誰か（313B）。至福なるダ
ビデを真似て (8)、罪を洗い流そうと嘆きで寝台を濡らしたのは誰か。旱魃から解放さ
れることを求めて、適切な時期に神に乞い求めるために、誰がよそ者の脚を洗い流
し、その旅の埃を払ってやったのか。気まぐれな風に虐待される孤児のようなわれわ
（7）この一文について英訳は次のように記す。And by their repentance, as all were instructed together, the divine 
Word counted them saved. 即ち「そして彼らは全員が諭しされたので、その悔悛によって神の御言葉は
彼らを救われた者と認めた」。英訳で the divine Word と訳されている o( qeo/pneustov lo/gov は聖書の一
書、一節を指すのであって、qeo/pneustov が神を形容することはない。また dies/wsen （diasw/zw のア
オリスト形）には「救う」という意味と並んで「保持する」「維持する」（preserve, maintain）の意味が
ある。また th\n meta/noian の対格は dies/wsen の目的語ととるのが自然であるので、ここでは英訳とは
異なって、このように訳した。
（8）  詩編6編7節、さらにバト・シェバとの関係記事を含めるなら、サムエル記下12章、また詩編51編を参照。
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れを (9)、今日神が穀物で養ってくれるためにと、誰が父親のない子どもを養育したと
いうのか。今日必要な食べ物が配給されるようにと、誰が人生の苦難に翻弄される寡
婦を癒したのか。罪が流されるように不正の一覧表を引き裂け。大地がいつものもの
を産み出すように、苛酷な利息 (10)の同意書を流してしまえ。なぜなら銅や金といっ
た産出しない物質が自然に反して産み出すから、自然にしたがって産み出すものは石
女となり、入植してきた者の罰として不産出の罰を受けてしまったのだ（313C）。そ
れゆえ貪欲を尊ぶ人、過剰に富を集める人は、集められたものの力がどれほどのもの
であり、なんの役に立つものかを示してみよ。そうすれば怒りを覚えた神は、更なる
罰を引き延ばしてくださるかもしれないだろう (11)。しかし金を積み上げる人びとは、
昨日、一昨日までは飽食の力が手許にあるので見下していたとしても、パンを得られ
なくなったら、金よりも黄ばむ［＝顔色が真っ青になる］ことになるだろう。
　与えよ。そして商売人とならず、穀物を倉庫に蓄えはじめてはならない。重い袋に
何の価値があるのか。私に言ってみよ。それらと共にあなたが積み上げられたのでは
ないか。金は大地ではないのではないか。土くれの身体の前に価値のない土［＝金］
を置くことがないように。すべてを得るだろうが、しかし必要な一つのもの、すな
わち自分を食べさせるものはもってはいない。あなたの富全体を一つの雨雲（313D）
で完成させよ。雨粒の渡し舟のことを思え (12)。大地が豊かに実るように促せ。そし
て尊大でふんぞり返っている富に対しては災いを解き放て。
　おそらくあなたは敬虔な人を誰か呼び求めるだろう。たとえばティシェベ人エリヤ
のような人が祈りによってあなたから恐ろしいことの解放をもたらしてくれるように
と (13)。そのような人とは、貧しく、黄ばんだ顔つき、裸足で、家も住居もなく、窮乏し、
（9）「孤児のように」（w(v o)rfano/n）の一節についてここでは次のように解した。まず英訳はここを the 
orphaned grain として、この w(v o)rfano/nの句を ta\ siti/a に掛ける。つまり「風に吹きさらされる孤児
のような穀物」とする。しかし o)rfano/nが単数であるのに対して、ta_ siti/aは複数であるので、数に
おいて異なるため無理があろう（なおテクストの脚注を見るとパリ本では siti/onと単数で表記してい
るので、この場合は英訳の可能性も出てくる）。かくして ta_ siti/aに掛からないとすると、意味を考
えると h(mi=n あるいは paidi/on の可能性がある。前者は、後者よりも位置として近く、「孤児のような
われわれ」とすると一応の意味がつく。しかし格が一致しないことは問題であろう。後者は、「孤児
のような子ども」となるので意味も通り、また格は一致しているが、問題は i3na節を飛び越えること、
また「父親のない子ども」とは即ち「孤児」のことであり、w(vが付けられていることが不明となる。
ここでは h9mi=nに掛けて訳してみた。
(10) この一文に見られる to/kwn（利息、元来は「子ども」の意） と te/kh （産み出す）は語呂合わせとなっ
ている。
(11)  英訳はここを次のようにする。God is right to be angry, though he is delaying punishment for the fullness of 
time, since those who practice greed and who gather excessive wealth are now making the most of this power in 
what they have stored away. この訳については、原文冒頭にある主動詞にあたる deica/twsanが訳されて
いないこと、そして rightに当たるギリシア語が不明であって、むしろ金銀のもつ力というものがあ
るとすれば、その力によって「怒った神」が罰を引き伸ばすであろうと述べられていると解する。a!n 
parelku/sh|（pare/lkwの接・アオ・３人称単数） は a!n ＋アオリストであって、未来のことを表す。
(12) 「渡し舟」（po/rov）とは、善をなすことで降雨をもたらすなら、天の国へと至る船に乗ることができ
るということと推定される。Holman, The Hungry Are Dying, p.187　を参照。
(13) 列王記上 18章 45節：カルメル山でのエリヤの記事に次の言葉が見られる。「そうするうちに、空は厚
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丁度エリヤが（316A）羊皮をまとったように一枚の布をまとい、しかし祈りと共に
生き、節制と共に生きる人間である (14)。だからあなたがこのような助け手を欠いて
いるなら、世話のかかる財産をいつまでも嘲笑うことができるだろうか。金に向かっ
て唾することはできないのではないか。糞のように銀を投げ捨てることはできないの
ではないか。［しかし］あなたは以前この銀を何でも出来る最愛のものと名づけてい
たが、窮乏のときに何も助けにならないことを見出したのだった。あなたのためにこ
の不幸が宣告されたのだ。持てる者が与えなかったからだ。飢えている者たちのそば
を通り過ぎてきたからだ。嘆く人々に振り返らなかったからだ。拝んでいる者たちを
憐れまなかったからだ。少数の人びとのため民衆の上に災いがふりかかってくる。民
衆が、誰か一人の悪事の結果を共有したのであった。アカンは神殿から略奪を働き、
そのためすべての民が打ち負かされた (15)。さらにジムリはミディアン人の娘たちに
姦淫を働き、そのためイスラエルには裁きが下ったのだ (16)。
5　試練はキリスト者を証する（316B）
　それゆえわれわれは皆、公私にわたって自分たちの生き様を注視しよう。そしてそ
れぞれに自らの罪過を気づかせてくれる旱魃に向かって、教師に向かうように注意を
向けよう。われわれ自身も高貴なヨブの言葉を語ろう。「私に触れたのは、主の御手
であった」（ヨブ 19章 21節）と。そして、まずわれわれ自身の災難は何と言っても
第一には罪過によるものと考えよう。あるいは［罪過とは］別のものを提示せねばな
らないのなら、魂への試練として (17)こうした人生の難儀が人びとにもたらされると
きがある［としよう］。それはこの難儀を通して優れた人々が、貧者であれ富者であれ、
過ちを自覚するためである。なぜなら貧者も富者も両者ともにまさに辛抱強い忍耐を
通して試練を与えられるものだからである。そしてこのような時にこそ、人が共同の
精神と兄弟愛の人（koinwniko\v kai\ fila/delfov）なのか、また感謝に満ちているかど
うか、反対に冒涜者でない人かどうかがもっともはっきりする。このような［冒涜する］
人は人生の変転に合わせて機敏に（316C）考え方を変えるものだ。私自身このよう
い雲に覆われて暗くなり、風も出てきて、激しい雨になった。」
(14) 英訳者は、これをバシレイオス自身のことと説明しており（187頁）、十分その可能性はあろう。そう
であるなら、この箇所は司教になる前のバシレイオスの自画像と理解できる。つまり「貧しく、黄ば
んだ顔つき、裸足で、家も住居もなく、窮乏し、一枚の布をまとい、しかし祈りと共に生き、節制と
共に生きる人間」が彼の姿ということになろう。
(15) ヨシュア記 7章 19節から 25節を参照。
(16) 民数記 25章 6節から 15節を参照。
(17) 英訳は原文に見られる yuxai=v と a)nqrw&poivをつなげて「霊的人間」と捉えて「霊的成熟」（spiritual 
maturity）とするが、両語の位置が離れていることと両語とも名詞であることからこの読み方は取らな
い。ここでは kata\ pei=ran tai=v yuxai=v と捉えて「魂への試練において」と考えた。
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な人を多く知っている（伝聞ではなく経験から知っている）。その人びとにとって人
生はどこまでも快適さによって計られ、彼らが言うには、順風に従って進んでいて、
たとえ完全ではないとしてもとにかく心地よく恵与者に感謝を述べる。ところが逆の
状態になっていささか状況が反転すると、たとえば富者が貧者になるとか、強健な身
体が病気になるとか、栄光と名声とが恥と不名誉となるなら、この人びとは感謝を忘
れ、冒涜の言葉を吐き、祈りに躊躇する。彼らは、怒る主人に対するようにではなく、［返
済の］遅れた負債者に対するように神に向かって不平を言う。しかしそういった考え
を頭から追い払いなさい。神がいつものものを祝福しないのを目にするなら、（316D）
「神は食糧を供給することがお出来にならないのではない」と自ら考えなさい。では
どのようにして［出来るというのか］。そもそも神は天とすべての秩序の主である方、
時期と（317A）季節の賢明な配剤者、万物の統治者であり、丁度統制の取れた合唱
団のように季節と至［＝夏至・冬至］を互いに過ぎていくよう定めておられる。それ
は春夏秋冬がそれぞれの多彩さによってわれわれの多様な要求に応えるためである。
そして、仮にいま季節に従って湿気が多くなるなら、再び暑い時期となり、一年の中
で今度は寒気が混ざってきて、われわれは乾燥の必要に欠くこともなくなるはずであ
る。それゆえ神には力がある。では、力のある方がおられ、そう告白されているのに、［そ
の方には］善が欠けているのだろうか。そういう考えにはならない。なぜなら一体ど
のような必然が、善でない者を説いて原初に人間を造るようにしたのか。土の塵を取
ることを渋る創造者を促し、土くれからこのような美しい者を形成するよう促した者
とは誰だというのか。自らの像に従ってロゴスを人間に恵むように必然的に説得した
者とは誰だというのか。［ロゴスを与えられたことで］（317B）人間はそこから動か
されて技術を学ぶことを受け入れ、感覚的に触れることのできない天上のものについ
て哲学することを学んだのであった (18)。しかし、もし上記のように考えるとすれは、
神と並んで存在し、今日に至るまで放っておかれた善というものをあなたは見出した
ことだろう。というのも［神が善であること以外に］いま目にしているものが旱魃で
はなく、焼き尽くす火災であることを何が妨げたのだろうか。太陽が少し通常の軌道
を逸れてこの大地に近づくなら、一瞬のうちに目にしているものすべてが燃え尽きる
のではないか。あるいは罪人に対して既にくだされた罰のように、天から火が降り注
いでいたのではないだろうか。理性的に考えて、目を覚ませ。愚かな子供のようなこ
とをしてはいけない。そのような子どもは先生から叱られると、書き板を粉々に割っ
てしまい、［子どものため］良かれと食料をもたらす父親の衣服を引き裂き（317C）、
あるいは母親の顔を爪で引っ掻く。嵐は舵手を、競技は戦士を、戦列は指揮官を、不
(18) ここの i3na節について Holmanは主語を「ロゴス」としているが、動詞 de/chtai（de/xomaiのアオ・接） 
と ma/qh|（manqa/nwのⅡアオ・接） の主語は「人間」と捉える方が自然であろう。
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幸は矜持のある人を、そして試練はキリスト者を試し、［その真実を］証す。そして
火が金を証するように、悲嘆が魂［の真実］を証する。あなたは貧しい（pe/nhv）の
か。でも落胆するな。困惑するほどの悲痛は罪の原因となり、悲嘆は理性を水に浸
し (19)、絶望はめまいを起こさせるからだ。神に対して希望をもちなさい。［神は］困
窮を見てくださらないのか。その手には食料をもっておられるが、その贈り物を遅ら
せておられる。それは、あなたの堅固さを試すためであり、節度のない者どもや（317D）
尊大な者どもの心根と同じでないかどうか、その心根をじっくり考察するためである。
というのも口の中に穀物があるうちは褒め称え、へつらい、大げさに驚く者どもも、
食卓が乏しくなると、少し前まで快楽のために神を等しく拝んでいた者どもに向かっ
て石か何かのように冒涜の言葉を投げかけるからだ。
　［しかし］旧約聖書と新約聖書に近づいてみなさい。するとそれぞれの中に多様な
仕方で食の供給者を見出すだろう。高く人の住まないカルメル山にはエリヤがいた。
孤独な山に孤独な人がいたのだ。この（320A）義人にとって魂がすべてであった。
そして、その魂の生きる糧は神への希望であった。［エリヤは］このように生きてい
たが、飢餓のため命を落とすことはなかった。鳥のなかでももっともがつがつ食べる
大食漢が穀物をもってきてくれ、この義人に奉仕するものとなり、その習慣から見知
らぬ人の食料を盗んできたのであった。つまり［神なる］主の命令によってその自然
本性を替えて、パンと肉の忠実な番人となったのだ (20)。これらをこの男にもってき
たのは霊的な歴史によるとカラスであるとわれわれは学んだ。
　さらにまた、バビロニアの池には若いイスラエル人［＝ダニエル］がいた (21)。不
幸のゆえに囚われていたが、魂と知恵において自由であった。そして［彼について］
次の者どもから生じたことは何であったのか。一方で獅子たちは本性に反して断食を
した。また他方この若者を養ったハバククは、天使が（320B）肉と共に彼を安全に
連れて行き、空を通って運ばれてきた。それは飢餓によってこの義人が屈することの
ないように、この預言者［ハバクク］はたちまちのうちに、ユダからバビロニアに通
ずる大地と海を通って運ばれたのであった。
6　乏しくとも、神を信じて与えなさい
　では、モーセが率いた荒れ野の民はどうだろうか。どのようにして 40年間も養わ
れたのだろうか。そこに種まく人はなく、鋤を引く牛もおらず、脱穀場も桶も倉庫も
(19) 「水に浸す」は baptizou/shvの訳語。ここでは「機能しないようにする」「台無しにする」の意で使用。
(20) 列王記下 17章 1節から 7節を参照。なおここでバシレイオスがカラスについて「鳥のなかでももっと
もがつがつ食べる大食漢」と述べるのは興味深い。
(21) ダニエル書 14章 30節以下を参照。
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なかった。しかし彼らは食料を得ていた。それは蒔かれたものでも耕されてできたも
のでもない。そして岩が泉をもたらしたのだが、それは以前にはなかったものであり、
［イスラエル人の］必要のため割られて湧き出てきたものだった。神の摂理のそれぞ
れを数えることは控えるが、それらは多様な仕方で人びとに対して父親のように示さ
れてきた。高貴なヨブのように、しばらくの間あなたは災難を耐えよ。その怒涛に振
り回されてはならない。そしてあなたが担っている（320C）徳の柔軟さを捨て去っ
てはならない。高価な積荷のように感謝の気持ちをその魂において保持せよ。そうす
ればあなたもまた、その感謝のために二倍になる贅沢を受け取ることであろう。使徒
の言葉を思い出せ。「どんなことにも感謝しなさい」（第一テサロニケ 5章 18節）。あ
なたは貧しいのか。しかしあなたには、はるかに貧しい他者がいるのだ。あなたには
十日間の穀物があるが、彼には一日分しかない。麗しく親切なこととして、あなたの
余分を欠乏する者に与えて平等とせよ。（320D）僅かのものから与えることに躊躇し
てはならない。また公共の危機よりも自分の都合を選好しないように。食糧がパン一
つであることが判明し、求める者が戸口にいるとしても、その一つを倉庫からもって
きて、置いて両手を天に伸ばし、次のように憐れみに満ちた、親切な言葉を語れ。
　ご覧のようにパンは一つです。主よ、危機は明白です。しかし私はあなたの
律法を私よりも優先させます。乏しいなかから飢えた兄弟に与えます。だから
あなたもこの危機に瀕した僕にお与えください。私はあなたが良い方であるこ
とを知っています。あなたの力も信じています。しばらくのあいだも恵みを横
に置くことはなさらず、お望みになるときに贈り物を撒き散らしてくださいま
す。
　あなたがこのように述べ、行うならば、あなたが困窮のなかから与えたそのパン、
それが農耕の種となり、多様な仕方で実を結び、食物の手付金、憐れみの保護者となる。
（321A）あなたもまた、同じような境遇にあったシドンの寡婦の言葉を述べて、適切
な時期に故事を想い起こせ。「主は生きておられる。なぜなら私は家のなかに私と子
どもたちの食べ物としてこれだけしかもっていないからです」（列王記下 17章 12節）。
残り物から与えるとしても、オリーブの恵みに満ちた壷を得ることだろう。というの
も倍に返してくださる神の恵みは、信じる者たちにとって信頼に応える仕方で、いつ
も湧き出して決して尽きることのない泉のようである。困惑するあなたが豊かな神に
貸し付けよ。いつも困窮者を自分の顔として受け取り、自由に恵みを与える方を信ぜ
よ。信じるに値する確実な方は、大地と海のいたるところにある宝を撒き散らしてお
られる。それゆえたとえ航海しているときに貸したものを返済するよう求めても、大
海の真ん中で利息を付けて元金を返却してくださるだろう。利子を付けることで神は
［ご自分の］名誉を尊重なさるからだ（321B）。
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7　飢える者の悲惨な姿
　飢えた者の病気、つまり飢餓は悲惨な苦しみである。飢餓は人間の不幸の頂点であ
り、あらゆる死よりも悲惨な最期である。というのも他の危険においては、たとえば
剣先は直ちに最期をもたらし、火の攻撃はすぐに命を消してしまい、野獣は牙で肢体
の重要な部分を引き裂くが、苦痛が引き伸ばされ苦しむままにしておくことはない。
しかし飢餓はその害悪を緩慢なものとし、苦痛を長引かせ、その病気を居座らせて潜
ませて、常に死を現存させるが遅らせる。なぜなら本来湿っていたもの［＝皮膚］を
乾かし、体温を下げ、体重を減少させ、筋力を徐々に奪っていくからだ。蜘蛛の巣の
ように肉体が骨に覆われている。（321C）肉体の表面に輝きはない。なぜなら血液が
融解して赤色が消え去り、また痩身のため外見が黒ずみ、白さもなく、身体はその病
気のため憐れにも生きたままで青白さと黒ずみが混ざり合わさって、両膝は立たず、
意に反して引っ張られているからだ。声はか細く弱々しい。両目はくぼんで力がなく、
丁度果物がその外皮の中で生きているように、その入れ物の中で虚しく保存されてい
るばかりとなっている。腹は空っぽで落ち込んでいて、元の形になく、嵩がなく、腸
本来の張りもなく、肋骨にあわせて形作られている。この身体を無視する者はどれほ
どの罰に値するだろうか。余りにも残虐に過ぎているのではないか。野獣の残虐さに
も匹敵するものに数え入れられるのではないか。呪われた人殺しと見られるのではな
いか。害悪を癒す力があるのに、（321D）貪欲へと好んで向かって行く者は殺害者と
同様に断罪されても道理に適っているだろう。飢餓という苦は多数の人間を多様に強
要し、自然の境界を（324A）動かす。人間が同胞の身体に手をつけてしまう、母親
が自分のお腹から産んだ子どもを、醜悪にもふたたび自分のお腹に入れてしまう。賢
者ヨセフスがわれわれに書き残しているユダヤ人の歴史が、このような悲劇の行為を
演じていた (22)。それは、恐ろしい苦難がエルサレムの人びとを襲い、主への不敬の
ために義しい償いを支払ったときのことであった。
　あなたはわれわれの神ご自身も、一方で他の苦しみは何度も通り過ぎて行かれる
のを見知っている。しかし他方では、飢えた者たちには同情して憐れむ方である
（sumpaqw~v splagxnizo/menon）ことも見知っている。「群集を見て憐れに思われた」（マ
タイ 15章 32節）と書かれているからだ。それゆえ最後の審判のときにも、主はそこ
で義しい人びとを呼び出されるのであって、自由に「他者に」与えた人が第一位を得
る、つまり保護者（trofeu/v）となり、敬意を払われる人々の中でも第一位を占める
人だ（マタイ 25章 34節）。パンを供給する者は万人に先立って呼ばれる。善き人（o( 
(22) 『ユダヤ戦記』第 7巻 8章を参照。
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xrhsto\v）、（324B）物惜しみせず与える人がすべての義人に先立って生命へと導かれ
る。しかし共同の精神のない人、吝嗇漢はすべての罪人に先立って火へと引き渡され
るのだ（マタイ 25章 41節）。
　［今の］時期はあなたをあらゆる律法の母へと呼びかけている。祝祭と契約の時が
あなたを通り過ぎることがないようにしっかりと思い起こせ。なぜなら時は過ぎ去
り、遅れた者を受け入れてくれない。日々は急き立てられるように過ぎ行き、躊躇す
る者を素通りしていく。たとえ最初に入って触れた［水］を救い上げて［生活の］必
要に使うことがない場合でも、川の流れがとどまることがないように、必然的に回転
していくことのため過ぎ去る時というものを止めておくこともできず、近づく時を捕
まえてみなくても、過ぎ去るものを反転させることもできない。このために律法を逃
亡者のように捕まえ、満たせ。また（324C）あらゆる所から［律法を］腕の中に抱
え込み取り囲め。少し与えて、多くを得よ。食を与えることで原初の罪（prwto&tupon 
a(marti/an）を取り去れ。というのもアダムが誤って食べて罪をもたらしたように、
たとえ兄弟の必要と飢餓を癒すものであっても、われわれはこの反逆の果実を［自分
の身から］除き去ることになるのである。
8　ヨセフの故事と二人の娘の比喩
　人びとよ、聴け。キリスト者たち、耳を傾けよ。ご自分の声で公衆に語られたので
はないが、（325A）なにか道具のように僕どもの口において響かせて、主は次のよう
におっしゃっている。われわれ理性をもつ者は理性をもたない動物より残酷に見られ
ないように、と。というのも動物たちは本性から地上に生え出るものを共同のものと
して利用する。羊の群れは同じ一つの山で食べ、馬の群れは同じ一つの平地を分け合
う。すべての生き物はそれぞれこのように必要物を享受せねばならないので互いに場
所を譲り合うのだ。ところがわれわれは共同のものを抱え込み、われわれだけが多く
の者のものを自分のものとする。ギリシア人たちの人間愛に満ちた物語の前で恥ずか
しくなろう。それらのある所では、人間愛に満ちた法律が大勢の人のいる国を一つの
食卓［を囲み］、共同の穀物［を食べ］、一つの炉端［に集うように］している (23)。否、
外部のものは置いておいて、三千人の事例に近づこう (24)。キリスト者たちの最初の
(23) こうした filanqrwpi/aの用法は、この説教の数年前に在位していたユリアヌス帝のフィランスロピア
論を意識してのことと解される。ユリアヌス帝は異教復興のプログラムの一つとして救貧を主とする
フィランスロピアの実践を主張していた。J.Kabiersch, Untersuchungen zum Begriff der Philanthropia bei 
dem Kaiser Julian, Klassisch-Philologosche Studien 21, Wiesbaden; Otto Harrassowitz, 1960 を参照。なおバ
シレイオスは続く箇所から明らかなように、この説教では「フィランスロピア」の使用を控えて「兄
弟愛」（filadelfi/a）を強調して語っている（309B; 316B[koinwniko/vと共に ]; 325B;325C）。
(24) 使徒言行録 2章 41節を参照。
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（325B）規則を求めよう。彼らにあってはすべてがどれほど共同のものであったのか。
生活、魂、調和、そして共同の食卓、分け隔てのない兄弟愛、偽りのない愛があり、
多くの肢体を一致へと形作り、また多様なもろもろの魂を一致へと結び合わせていた
のだった。あなたは旧約聖書と新約聖書から兄弟愛に関する多くの事例を有している。
飢えた老人を見かけたなら、ヨセフがヤコブにしたように（創 47章 12節）、その人
を呼びとめて食を与えよ。嫌いな人がため息をついているのを見つけても、復讐心を
もつ衝動に従わず、ヨセフが［自分を］売り飛ばした兄弟たちを養ったように、養え。
またヤコブが息子ベンヤミンのため涙したように、連れて行かれる若者を見かけたら、
涙を流せ。丁度女主人がヨセフにしたように、おそらくは貪欲はあなたをも誘惑する。
あなたの上着を脱がして、主人の命令に背いて、あなたが律法を見下し、（325C）む
しろあの金銭愛と装飾への愛好を求めるようにするのだ。実際知性が律法に抗うよう
になり、健全な思考を金銭愛へと誘い、兄弟愛を等閑にするよう強制し、それを止め
てしまうときには、あなたも上着を脱ぎ、欲望のまま後退していくがいい。［否、］ヨ
セフがポンティファルに対してしたように、主への信頼を守れ (25)。ヨセフが七年の
間に行ったように、あなたは一年の中で欠乏を切り盛りせよ。すべてを快楽に与える
のではなく、何ほどかは魂に与えよ。あなたには二人の娘がいると考えよ。一人はこ
の世での快適（eu )pa&qeia）であり、一人は天における生命である。そこでもしあなた
がより良い娘にすべてを与えようと思うのでないなら、少なくとも放蕩娘と賢い娘の
双方に対して平等に分け与えよ。この世の生活に（325D）過剰な富を差し出さない
ようにし、もう一人のぼろ切れをまとった裸の娘［にも差し出しなさい］。あなたを
キリストの前に立たせ、この裁判官の御前に来る必要があるときはいつでも、花嫁の
姿をして誘い出すのは徳に従った生命であるこの娘なのだ。それゆえ（328B）この
花嫁を格好悪く飾らないままで花婿の前に立たせてはならない。それは花婿が見て顔
を背けないためである。見て嫌いになり、一緒になるのを拒否することだろう。そう
ではなく彼女をふさわしい飾りで装備し、結婚の日に格好良いものであるよう見守れ。
それは、消えることのない知識の火をもち、諸々の徳の行いというオリーブ油を置い
てくることなく、彼女もまた、賢い乙女たちとともに明かりを点燈するためである。
また語られたことがあなたの魂にも該当し、神からの預言が諸々の業によって確証さ
れるためである。王妃はあなたの右手に座し、黄金を織り込んだ衣服に身を包まれ飾
られている。「聞け、娘よ。そして見よ。汝の耳を傾けよ。そうすれば王は汝の美し
さを慕うであろう」（詩 44編 10節以下）。こうして詩編作者は、生殖力のある身体の［青
春の］時期を告知して、このことを予め述べていたのだった。そして教会がそれぞれ
(25) 創世記 39章 8節以下を参照。
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の魂からその集合を作っているとするならば、本来これはそれぞれの魂にも該当する
ことであろう。
9　むすび
　今のこと、そして醜い利益のおかげであなたが捨て去らない将来を理性的に考えて
みよ。身体、つまりあなたの表徴は［死後］あなたを置き去りにするであろう。予期
された裁判官、確実においでになる方の出現に際して、あなたは名誉の授与や天の栄
光をみずから締め出すことであろう。至福の生の代わりに永く消えることのない火、
地獄、刑務所、諸々の苦の中に永遠の悲嘆［の扉］を開くことだろう。母親や養育者
が幼い子どもについてしばしば行うように、母親か養育者のように私が偽りの物語で
あなたを脅かしていると考えないように。幼い子どもたちが秩序なく際限なく泣き喚
くときに、母親は（328C）作り話をして黙らせるものだからだ。［しかし］これは作
り話ではなく、偽りなき御声によって告知された実話である。そして福音書の警告に
従って次のことを精確に知れ。「［律法の］一点一画も過ぎ去ることはないだろう」（マ
タイ 5章 18節）。しかしながら墓の中に隠れている身体は復活し、死において［身体
から］締め出された魂自身は再び身体に住まうようになる。生きてきた者たちの精確
な吟味は行われるだろうが、他人が証言するのではなく、良心自身が証言を行う。各
人には義しい裁判官によってふさわしいことがはかられていくことだろう。この方に
ふさわしいことは栄光、権能、賛美であり、それらが世々に至るまであるように。アー
メン。
付記　本稿は、科学研究費補助金（基盤研究（c）：「四世紀カッパドキア教父の救貧の思想と
実践」）の交付を受けてなされた研究成果の一部である。
